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Research Abstract

核酸代謝拮抗剤はがん化学療法剤の中でも重要な位置を占め,そのほとんどはDNA合成阻害作⽤を主たる作⽤機構としている.しかし臨床における難治がんの⼤部分
は固形腫瘍であり,静⽌期にある固形腫瘍に対して核酸代謝拮抗剤が⼗分な効果を発揮するためには,DNA合成阻害作⽤以外の作⽤機構も有する化合物の創製が必須
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と考えられる.本研究では,細胞の増殖に必要な核酸の代謝に関する酵素反応を複数の点で阻害するような「化学反応性を付与した多機能化構造」を念願に⼊れ,リボ
ヌクレオシドの糖部の3'-β位⽔素原⼦の反応性に着⽬し,3'-β位に種々のアルキニル基を導⼊した化合物を新たに分⼦設計・合成し,構造活性相関を検討した. 
リボヌクレオシドの3'-β位に各種置換基を導⼊したシチジンおよびウリジン誘導体の細胞増殖抑制作⽤は置換基の炭素鎖⻑が⻑くなるほど,また飽和度が⾼くなる
ほど減弱する傾向が⾒られ,エチニル基を導⼊した化合物に最も強い細胞増殖抑制作⽤が⾒られた.今回⾒いだされた3'-エチニルシチジン(ECyd)および3'-エチニル
ウリジン(EUrd)は,従来の核酸代謝拮抗剤には⾒られない強い細胞増殖阻害作⽤を⽰すと共に,実験腫瘍に対しても優れたin vivoにおける抗腫瘍効果を⽰した.作⽤
機構については検討中であるが,ECyd,EUrdの細胞増殖抑制効果は,ウリジンまたはシチジンを添加することにより競合的に阻害されたことから,ウリジン・シチジン
キナーゼによるリン酸化が抗腫瘍効果発現に必須であり,ECyd,EUrdの5'-トリリン酸体がRNAポリメラーゼを直接阻害することを明らかにした.このような既存の
核酸代謝拮抗剤とは異なった作⽤機構を持つ新規多機能性ヌクレオシドのECyd,EUrdは,抗ガン剤として今後の臨床開発が期待される化合物である.

[Publications] Tabata,S.,Tanaka,M.,Matsuda,A.and Sasaki,T.: "Antitumor effect of a novel multifunctional antitumor nucleoside,3'-
ethynylcytidine(ECyd),on human cancers." Oncology Reports. 3. 1029-1034 (1996)
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